
 

 

 

 

 

 

北海道室蘭保健所では、長年、西胆振地域（3市 3町）の 1歳 6か月児のむし

歯のリスク要因を把握するため、保護者にアンケート調査を行ってきました。 

今回は、令和 7 年度に調査にご協力いただいた 647 人について分析を行いま

した。 

 その結果、妊娠中に喫煙していた者は、喫煙していない者と比べて、子どもの、

むし歯が多いことが分かりました。妊娠中に喫煙している場合、胎内の子どもの

歯がエナメル質形成不全になることが、国内外の先行研究で報告されています。 

エナメル質形成不全になると、歯がもろくなっていますので、むし歯にかかりや

すくなります。 

 妊娠中は、喫煙に注意していただけたらと思います。 

 

注）一人平均う歯数というのは、一人あたりのむし歯の数のことです。 
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